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　ひとの樵間体は1：下の軟骨板の間に形成された線　　　を認めない屍休な用い，それ等の第3乃駅第4腰椎樵

維軟骨組織で，所謂髄核及び線維翰とからなつてい　　　問板80例に就て調ぺた。固定はすべ10％フオルモ”罵ル

る（図1）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　により染色法ほ次の諸法を施した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）Hematoxylin－E。sin染色（H－E）

　　　　　漸　　　　　　　　　　右　　　　　　　　　　2）Azan　MaUory染色（A－一・M）
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ド・輔砥　　　3）V、。Gi，蜘鞭色（V－G）

’〆・勲制断　　 4）W，ig・・t氏R・・。・ci・－F・ch・i・染色（E）

　　　　　　　　　　5）　Goldner氏Masson，s　Trlchrome染色変法

一危長絞鱒　　　　　　　（G－M）

　　　　　　　　　　6）　Li11量e氏多糖類染色（L）

　　　　　　　　　　7）　Hale－Rinellart氏酸性拶糖類染蝕（H－R）

　　　　　　　　　　8）大野氏Toluidin胃法（M）

　　図、．欄体鯉図（酢よる）　　　　9）Brach・t氏P・・。nine”Methylg「een絶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P－M）

　椎間板の年令的推移乃冤は蒲的変化については多く　　　　10）　Feulgen－Rossenbecic氏Feulgen反応（F）

の業績があるが（N・rl。。1927，　K，y，・1932，　J・plin　11）5・0％T・i・hl・・acetic　acid・6°°C，五　鋼

’19．・35，醐1939，C。nv，nt，y．1945，　Pea，。ck　1951～　　　蝋后のPy・・ni・e－M・thy19・・en染色

52），その特有な線維軟骨組織に関しての組織化学的　　　　　「　（T『P【M）

確｝湛だ少く，又その電子鰍鎌。よる研究はSyF　12）M・y・・氏Mu・ic・「mi疎色（M”M）

。，n等（・95・）｝。よつて行はれただけである。　　　13）W・ig・・t氏Gτam絶（G”’W）

縮は欄板の鮪的変化を誰襯の組織化輸方法　14）P・p氏鍍鰍色（P）

を用いて雛成分基質，囎欄の所見鹸討し，　15）川棒嫡剛旨鰍色（K’－Y）

併せてその電子顕微鏡像と比較検討を行つた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肉眼的所見

1　前編人欄板磁融　　　　胎生期・椎醐汰金般に亘つて禰明灰舶観
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，著しく緻密な線維輪の中央に僅かに透鯛度の高い

　　　　　　材料と方法　　　　　　　　　　　　　　　髄核を認める事が出来る。上下の軟骨根は肥厚してい

　ひとの胎ts　5ケ月より82才までの肉眼上椎体に病変　　　る。

脚註　軟骨組織の退行性病変の諸研究の中，本論文においては橋本の分類を採用した。
　　　　1）軟骨細胞の変化：染色度の増強，単純な萎縮，V多rd嵐mmerung，核の消失，濃縮・
　　　　　空胞形成，胞体の空胞形成，網状化，膨化，半月形成，石灰沈着。
　　　　2）軟骨嚢の変化：染色性の変化，消失，石灰沈藩。
　　　　3）　基質の変化：染色性の変化，願粒乃至滴状物形成（妊酸性，好塩性）o



　1960，1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17－（17）
　4－8才1胎生期と同様透明白色で，髄核は卵円形　　　　2）髄　　核

でほ沖央離し・醐と囑力～や瑚になる・糖　　鰍｝よ胴獅．あつては，料i液様物質媒質とし，

板は朧醐に比しぐ凡く恥轍ずる・　　　　そび瑠こ脊索細包観芋れている組織か暁る。この粘

　10～20才・線維㈱泊色でi【囁広く，i醐白色の髄核　液様物質脅叡1｛－Eで徽細網状，M－M（＋），L（＋），

とは可成明瞭に区別1：II来るようになる。中央に億した　　　H－・R（＋）で，異染性を示すが，線維成分は胎生末｝01

髄核は，割面上強く膨隆し，又1例においてはレ軽微　　　に否る迄認める事は出来ない（写：翼1）。生ケ4月で

乍ら黄色の変性壊死部が発見さオ先た。軟骨板の厚さは　　　はこの粘液様物質のほかに徹核周辺部の緻獅な線維1欺

4～8才例のそれと殆んど変らない。　　　　　　　　　骨組織が強度の粘液化を旭し，これ等両者の中に鷺に

　21～30才；20才代においては綜維輪の幅が10才代に　　　好染する微細な騨性線liiii及び好銀線維が｝認められるよ

比しや．L広い以外大震は認められない。　　　　　　　　　うになるが，この現象は軟骨華質の琴lli液化に密摘な関

　31～40才；線維輪が不透明由酬爺iと透明白色輪（一　　　述楓…なもつているように杉えらオ1．るC4輿3）°　ノL庸

部粘液変性を起した部位に当る）とが交互に蛇列し線　　　4年例｝こおいては既に線維軟骨綻1織の微組穎粕状崩澱

維輪の槁も広く，輪走，縦礎の線維東間隙が広い事を　　　壌死が起つており，又このよう加崩澱像は3〔）～40才代

示しており・中央の髄核な旬囲している。　　　　　　に極めて顕糟であるが，それ以後はゴ偉展せず，70才以

　41～50才：髄核に相当する111央の透明白色部は殆ん　　　后1111び強く1：：　｝b　j：うであそ，。

ど消失し，全般に亘り白芭不透UJ］で，中央から後方に　　　　この崩澱壊死1勿質な嚢禦状物と顯粒二1犬物とにわけて

かけて黄色変性壌死巣が帯状に広がつている。軟骨板　　　観察すると，前滑はL（＋），M－M（＋），　H－R（＋），

は愈々沸薄化する。　　　　　　　　　　　　　　　　　pH　2．5及び・1．1でV駈1翌侶生を示し，　P－MでPyrunine

　51～60才書線維輪は益々幅がji““加し，金体として脱　　　色調，「1、－P－MでPyronine〔‘L調及びMethylgreen

水乾燥感を繋し髄核部依の締iからの脚雛は嚢え　色調をとりPセこより多数の好銀線細吻戊を認め御が

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出来る（写真3）。…方願粕状物念一部K－Y（＋）の

　61～70～82才：金体として脱水乾燥感が著しく高ま　　　微細脂質穎救のほか，P・・MでMethylgreen　ts調をと

り，髄核部f立の膨隆殆んど敏如し，黄色変性壊死病変　　　る核様駐頂粒な巾心として，その周囲にPy「onine色調

は中央部より可成広般に亘り後庸に向つて進展してい　　　物質が外毅を形成する粗大顯粒でT－P－－M　？：より中心

る・．　　　　　　　　　　　　のM・thylg・een色調はll鉄1”又G－Mで赤色観
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する（写真4）。

　　　　　　騨鮒錨槻、　　　　　即ち瀦撫・線纈蜘翻織の崩館物であり，　＊，？lrc

　　1）脊索細胞　　　　．　　　　　粗大顎粒状物騨轡細1罐及び蹴の変性騨吻質と解

　胎生5ケ月における脊索細胞は（’孕翼1）大きな泡　　　釈される。

抹状円形胞体をもち細胞核は濃縮して小円形をとり細　　　　叉両者に漉じて未だ変性壌死に陥つていない断謂

胞膜壁に接した位羅をとる。　　　　　　　　　　　　　Chondronが残存しており，軟骨細胞嚢及びその外周

　胞体内に沈蒲している物質は組織化学的にM－－M　　をとりまく藁質一一明かな撮を形成するもの，せぬ

（・ト）・H－・R（＋、，L（＋）でPyronine色調を星し，　　ものを含めて一一一の憂i生は軟骨細胞自体の変性壊死に

又K－Y（一）で糖蛋白の性状を示す。細胞によつては　　　比し，遙に抵捌生の強い欝な窺う事が出来る。

細胞膜の一部が微細線維性を呈し或は細胞突起をスパ　　　　髄核は線維輪が年・令と共にその幅を増加するに従つ

イク状に形成しているが，それ等の中P法により徽細　　　て狭小となるが，特に54才以降においてこの現象は著

好銀線維形成を認めるものもあり，又A－Mで淡脊　　　しい。髄核の線維軟骨組織の加令的変選を，基質と軟

色tL（十）・M－・M（＋）H－R（十1），pH2，5及び4．1　　骨細胞両面から観察してみた。

で異染性を星するものもあつた。これ等は所謂Tono一　　　線維軟骨基質は既述の様に，胎生5ケ月例では良く

fibrillenと考えられる。　　　　　　　　　　　　’　発育した線維輪に接して極く僅かの粘液様物質のみか

　脊索細胞は生后4ケ月例においても尚増殖を認めた　　　らなるが，後程線維輪の粘液化に伴つて生后4ケ月例

ものもあるが，4年以后は次第に変性1肖央の傾同を示　　　において，始めて弾性線維，好銀線維が認められるよ

すようになり，後に髄核の壊死崩潰物質と混在し，そ　　　うになるが，染色上明に膠原線維と考えられる線維の

の細胞陰影をとどめているのは精々17年例迄であっ．　出現はこれ以降である。即ちこの場合には髄核部位が

た（写真2）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H－Eで可成濃淡の差が現はれ微細線維構造と太い線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　維構造が窺はれるようになる。両者を組織化学的に牙
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析すると表1のよらになる。微細線維は主として弾性　　　初期（＋），後に（一）となる。粘液化は胎t、1：’：期より

線維と好銀線維とであり（写真5），太い撚りを示す　　既に認められ36才畷迄に著明となり，以後一一“ias－－r・ma

線維は主．に膠原線糸lliであるが。それらの染色性1よ軟’｝iト　　する。

塾質存在の為蔽はれ不明瞭となるが特に後者の場合ほ

A－M，V・・G染色によつても決定し難い。この染色性　　　　　3）　線維輪

の腹懸な可変性は線維が太くなる繰著明である11：は次　　　　胎生期に才δいては，線維輸の幅が極めて広く，輪

項の線維輪の所で了解されよう。　　　　　　　　　　　矩，縦走する線維は個々に分別し得る（鰯脚o）。線

　この様な太い線維は加令的に求’［〉的な増加を示すの　　維核は色質に品み艮楕「1：1形で，胞体も亦同様の形セと

で全般的にH－Eでmオジンの色調が強くなつてくる。　　る。然し生順この細胞周田ilに軟骨昂III胞鰻がIMJtし・軟

基質は一般にi箸明な異染性（pH　2・5，4・1，7・0にお　　　・樹・細胞であることが判明する。

いて）を黒し，　．1：－j．ISI　｝1－R（＋）でChoロdrdtin一硫酸の　　　線維はA－Mで藍色，　V・一　Gで淡紀色を鼠する軟骨

存在が推定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　基質に被覆された膠原線維であるが，同時に5ζ既に胞

　軟骨細胞に関しては，胎生期においては星芒状の形　　　生5ケ月例でEで染る弾性線維，Pで好染する好銀綜

をとり，核は円形，中為窄度の色質晒を示し，｛，i后にお　　　廉lliも認められる。

いてほ軟骨細II鰯蜀よ拡大すると、期こ胞体の変性撰縮も　　　生后の線承lli輪にみられるエオジン好性の線維：蛎｛は時

強度となる。髄核にある軟骨細胞は，線維輸における　　　にV・・Gで闘染，A・－Mで赤染し，又一部に微細脂質

それよりも，同年令において腺変性が耕しく，その加　　　顯粒が線状に温：藩する事もある。

令的推移をみると，核の濃縮，エオジン染色度の増　　　　1ドγ以1；革では粘液化もllllはれるが，この現勢は2【〕～

加，胞体内の空胞形成或は網状化、Verdtinコmerung　　　3〔［才代では滅少し57才以ll1酊び著明となり大休前述髄

は20才代迄に多くみられ，1欧骨細胞製の染蝕臨の変　　　核の組糾幾化学的所見と問様であるc

化，塞質の願粒乃至滴状物形成ほそれ以後加令と共に　　　　線維輪に存在するi欧骨細胞は交互に1輪産，縦沌する

益々著明となり，又軟骨細胞が数ケ禦1）その外周に明　　　各線維束の辺縁部に位概し，20才頃より軟骨糸lil胞腔は

瞭な厚い轍を形成するのは60才前癖である。一般に核　　　拡張し，核の濃縮及び諾オジγ好幌，胞体の空胞ヲ形成

はP－MにてMethylgreen色調，　F（十），異染性を　　　網状化並びに1膨化を起すが，軟41・細Jl包麺及び藻質の顯

示さず，胞体はP－・MでPyronine色調，異染性を示　　　粒状乃ii巨滴1犬変化が認められるのは57才以除であり，

し，又著干の脂質穎粒が20～30才t℃tlこ出現する（与・輿　　　軟’隅・細胞の樂族化は62才以隆に認められる。その他の

6）・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組織化紫的所児は髄核と火体同様である。

　軟骨基質の好エオジソ憔の穎粒JtJys一滴状物はA－・M

で赤色，P－MでMethylgreen色調をどる核様物な　　　　　　　　考　／t捜

囲むPyr。nin物質で，　G－Mで赤色，　G一W（十），（一），　　　1．脊索細胞：この細胞体内の窒胞に関しては，塚

L（一），pH　4・1及2・5で暴染性を示さない（写翼7）。　　田は頭頂踵lr、11距離8．3cm胎児におし・て既にその出現

軟骨細胞嚢は好銀線維により緻輸こ田1鏡されると共に　　　を認め，その化融的憐質は糖原，脂質顯粒等と脅えら

（写頁8），E，　M－M，　Lで妊染し，　P－MでtWtethyl－一　　れている。彼は又脊索細胞の細胞陰影の残存を30才箭

green色を基調にしたPyronlne色調を暴し且又異染　　　庸迄認めている。

性を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著藩の得た結果では，本細胞は生后4ケ月迄増生す

　以上の様な正常の線維軟骨組織に認められる今一っ　　　るが，それ以后は退行変性を起し細胞陰影として認め

の変化は所調粘液化である。粘液化を起した部位は　　　るliiが出来るのは17才迄であり，それ以降は髄核の崩

M一照で強染するのが特微的で（写真9），微細な線維　　　潰壊死と混在し，その特畏像を認める事が出来なくな

のすべてがEで強染される。これらの線維は叉L弱陽　　　る。叉胞体lk］沈着物質は組織化尊的に糖螢白質と考え

性で，びまん性にMethylgreen色調をとり，　H－Rは　　　られる。脊素細胞に認められたTonofibrillenは一部

【H－EA－M｝V矧・1L－G－．1・i・－Yip－Mi・－P－－MIM－MIG－M

獣雛轟響課幡は（＋）（一）i無劉1二ii，誓Mlp撃漏1慧

表　1
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にP，及E陽性線維のある点から既に所謂Chorda－一　　の過程においてEが陽転化したか或はもともと弾性線

reticulumを形成しっつあると考えられる。　　　　　　維として軟骨基質に表面を被覆されていた尋1のが裸出

　2．　髄核：塚田は髄核を次の様に定義している。　　　されたかの何れかと考えられる。

一髄核は一部は脊索細胞及び挙錬細抱遺残閻に存在　　　線新鰍骨組織の水含有鑑ぼ年令的にも，時間｛t勺にも

する元来の粘液様顯粒様物質と，一部は線維輪より進　　　変動が可成著しく，Fickは板間体は圧プコにより容積

入した線維性軟骨及びその粘液様，顯粒様崩潰物より　　を減小する事なく，又盆現的にどの様な形態なもとり

なる一。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得ると述べている。

　ζの髄核線維軟骨は上下の軟骨板に密に付藩してい　　　　3・線維輪：浪越にょれば紡1維輪とは求心性に施る

て，その外側は線維輪に移行している。　　　　　　　　　結合織様軟骨様の所言lq　LamellenSystemからなり，

　髄核の樵間板における位鷹に関しては中央部（Bra－H　　種々の方［IWこ走る線維により緻密に連絡し，鳳多数の

tlns），中央より背側（Rick，浪越），中央より前部　　　軟骨細胞を含有する。

（Schrader），等といはれているが，一般には中央よ　　　線維輪の前方及び側方に位する線維は特に強靱で辺

り一部前方，大部分後方に存在しているといえる。　　　縁櫛内に移行し特にSharpeyの線維と呼ぼれる。

　組織化学的には崩潰壌死穎糊ホP－Mで可戊明瞭化　　　　1：記浪越の症義では，結禽織様軟骨様と寵隷されて

する軟骨嚢及塾質の壊死物質であり，Peri（｝dic　acid　　いる¢）1状，線維輪組織が結合織と軟’i弩’組織との灘在で

の作用しないDesoxy　Ribonucleic　acidがその部に　　　あるか，又は線維軟骨のみからなるか，将叉i論状に配

存在すると考えられる。　　　　　　，　　　　　　　　列された線維がKn〔〕rpe1faserにょり連絡しているの

　叉崩澱壊死部において，好銀線維が可成明瞭にIliて　　　か不詳であつたためであるが，線維輪の線維は太く，

くるのは，基質の化学的変化により軟骨細胞周縁の姫　　　軟骨基質による炎獅破澱が完全に行は；｝Lているため，

銀線維がMucoid物質の消央の為demaslderenされ　　　古典ll勺染色法方でははつきり線維が認められなかつた

明瞭化したと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　ためと考えられる。

　億，髄核の主体をなす所の線維軟骨糖質は従来から　　　塚田は身畏8。3cln胎り己で既に配列細胞間に幕｛農1が

Chondro－albumoid，　Cllondromucoid，　Chondroitin一　　　生じ，中央部において輪状配列が著明となると述べ，

硫酸を含・有し，又Hyaluron酸は存在せぬといはれて　　　又Uebermuthは線維輪形成は胎‘R　6ケ月に始まる

いるが，著藩検査結果においてもpH　2．5，4．1，7．0　　といつているが，磐潴鳳既に膠原線維，弾性線維，好

で異染性を示し，H－・R（＋）である畜からもこのこと　　銀線維からなる線維輪形成を胎生5ケ・月例において認

は肯定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　める塩が閏来た。

　ChOndroitin一硫酸はPAS反応陰性であるが，往々

にして加水分解を受ける為陽転する琳があるといはれ　　　　　　　　結　　論

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人の第3～4腰椎椎間板80例（胎生5ケ月～82才）

　線維軟骨組織は明かにその線維構成分子け膠原線　　　に就て組織化学的検索を行つた結果一一

維，好銀線維，弾性線維よりなるが，一般に軟骨暴質　　　　1．，脊索細胞は5ケ月胎児において既に胞体内に糖

に表面を蔽はれる為，かなりCh。ndr。titin一硫酸の性　　　螢白沈着が著明であり，又その細胞陰影（Zellschat一

状が強調される結果，膠原線維は表1の様な染色態度　　　ten）は17才頃迄遺存するがそれ以盾は髄核崩潰巣内

をとる事になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　にまき込まれ不明となる。

　髄核の軟骨細胞は線維輪のそれに比し，避に砦年者　　　2．髄核及び線維輪は共に線維軟帽組織であり，髄

例において既に退行性変化が著しく，又変性時には胞　　　核においては生履4ケ月児に，線維輪においては5ケ

体内脂質沈蒲は減弱する。又この際細胞外周塞質が畳　　　月胎児に，既に明かに膠原線維，弾性線維，好銀線維

状に可成の抵抗性を示す為扁平硝子様軟骨細胞と呼　　　の形成を認める辮が出来たが，これ等は何れも軟帽塾

ぶ者もある・　　　　　　　　　　質により線維表面を蔽はれている為古典的染色では
　髄核の粘液化部eX　Chondro－rnUcoid－gallerte性状　　　その特徴を示さない。

の原線維に乏しい軟骨組織基質と解釈されているが，　　　　3，線維軟骨の壊死崩潰部は粘液化部とほscl司様に

M・Mに強染する糖環白特にMucinの多いこの裁質　　　Chondroiti距硫酸の水解が行はれ，且つ前者において

に弾性線維染色Eに強染する微細線維の出現理由に関　　’は更に軟骨細胞嚢及び軟骨細胞良身の変性壊死による

しては・Sy正venはChondroi匠n一硫酸の消失を挙げ　　　DNAの付加がみられ又好銀線維がDemaskierungの　・

ている。即ちこれ等微細弾性線維はDemaskierung　　結果明瞭となる。



20－（20）　　　　　　　　　　　　　　　　　　第9巻第1号
　4，髄核の軟骨細胞は線維輪の軟骨細胞よりも砦年　　　部分崩潰消失L．、基質も同じく崩澱して無形塊状物と

者において既に変性壊死をきたす。　　　　　　　　　　なつている所見は，前編に記）i逗した旗禦状崩澱壊死醸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に相当すると考えられる（写輿12）。　ユ0ヶ月胎児の板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間体セ観察すると（写輿】4）成人（写翼聾一13）に比

　　　　　繍人輔椥電子鮒鏡像　　　し醐綿陥憩。撚llで（獺14の解顧一鵬約

膠原欄1…の融｛像はS・hmitt（1942），　Gr。s・（1948，　2・5倍）で師購であり…1讐質の壊死が全く起つてい

1950），Gale（1950），　Porter（1949，1951），宮田　　　ない事が特徴である。

（1954），蝿川（1953，1955）等により，弾性線維のぞ　　　　軟骨細胞嚢及び軟骨細胞に関しては，10ケ月胎児の

れはGross（1948），　Franchi（1951），河瀬（1957）　　至歎骨細胞識期‡写翼15のように紡錘形をとり未だ明な搬

により双軟骨細1包のぞ掘ま皐。bi・・。・（1956），　Sh・1－　V主形成されていないが，周li肱は繊締蒲毛状の餅銀

d・n（1958），S・・tt（1956）嚢雑より研究されたが，　線維…でとりかこまれている事1浦1㈱所見に一致する・

これら膠駄弾臨好銀榔f‘…かF講成されてい剤lll　軟　1襯胞1疑の染色性の変化は20寧以陶こ著明となる。

間板の繍鰍・脚藩歳の電顕㈱F究は琳…の所Syl・・n　l燃軟1繍1　包（蝋16，17）を簿擦すると麟糊

（1951）によつて行はれたに髄ぎ癒い。　　　　　　　　　は微細‘蝋包1状な皐し，細胞留内に霜子1苧1度の比較的高

　著藩は人椎間板の組織・fヒ学的研究と併行してドその　　い均等無形休が存在するが・これは所謂フニ・ルト様物

臓顕像に就て両者のj’ヒ較検討を行った。　　　　　　　　　質と称せられるものであろう。この物質の内部には更

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に電子密慶の高い＊rL大穎粒数個が謝められるが，　こ

　　　　　　材料と方法　　　　　　　　　　　　　　　　　れは脂肪隷で，20オ以降に細胞質1勾に．風現する。糸粒

榊1は前編において使1肌たものtisr　filいた。電・醐　体，　E・d・plasmic　r・しi・・IUm劇・明瞭で糸［li胞質1櫨

微鏡資料作製にあたつては次のE］’fl処1澱を施した。　　　　Microsomeで充満し比較的明るくみえる。写輿16・

　A）　2．0％オスミウム酸及びPH　7．4の緩衝液の等　　　17には核は切片中に現ほれていない。

鍛混合液にて固定屑モノーr’一一一包埋し，超薄切片作製　　　　軟ド1’細胞瑚縁には明か准報が形成されており（写寅

　B）トリプシン10，00。HUM／cc（モチダ製品）　18，19）、願18にオ・いては多数の酬i1騨症状物が認

（pH　7，1燐酸緩衝液）にて無齢，1こ1掛夜37・Cに放　められ，　IVそのタト側1吹儲蠣に認めら滴黒色獄無

概消化后閲定包埋　　　　　　　　　　　　　　　　　　形物はフエルト様物質である。写真19においてはこれ

　C）　1．0％酪酸に1掛夜5°Cに放概后間定包埋　　　　　ら崩潰壌死物質は殆んどみられずT帰周辺基質に多数

　D）　（C）法にて固定盾黄に（B）法で消化后包埋　　　の微細膠原線維をみるに過ぎない。

　E）　（C）法にて隙筐盾璽に1，0％鯖酸で3分閲煮，　　　B　処1撫こよる観察成績（野奥20）

沸后包埋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トリプシンで消化作用をうけた線維軟骨組織は細い

　F）　（E）法にて処醗后更に（B）法にて消化后　　　線維と太い線維の両渚が変錯し，共にそ2zらの表面か

包埋　　　　　　　　　　　　嚇く微細な所謂P・。t。fib・ilを派生している・太い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o以上の超薄切片は全てコ・ジゥ勾1勤こ載せ…ヨ立　線維の・1融UOOAで横走線条がlveで・線搬間隔は650

HUgC型電子顕微鏡により観察撮影した。　　　　　　　べである。細い線維は太い線維に比し線条の不朔瞭な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものが多いが，幅460Aで線条間隔は同じく650Aで

　　　　　　観察成績　　　　　　　　　　　Lある。これらの線維はMicrofibril1に属すと考えられ

　　A　処置による観察成績　　　　　　　　　　　　　数本が長軸に方面に合して更に太い線維を構成する。

　線維軟骨組織内には極く短い，屈曲，分枝等を敏く　　　　　C　処概による観察成緻（彫真2D　　　，

微細な黒染線維のみが一面に現はれている。この線維　　　　B処胤に比し細い線維の線条がより明瞭に現はれ，

は種々の密度をとつて配列しているが，一一ri部のものに　　　且又太い線維の線条微細構造も可成追究可能である。

は一定の週期をもつた線条が認められる。線条闇隔は　　　寄線維の幅，線条間隔はBと同様であるが，太い線
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o650乳を示し微細な膠原線維と考えられる。これら線　　　維には時に幅2500Aのものも認められる。太い線維

維の走行は一定ではなく到る処にその横断颪と思はれ　　　の爽面凸凹状態をみると，線条と平行して谷の部分の

る円形，楕円形の極徴細願粒状物が束状をなして諏め　　　中央に1っの峯が，山の部分に璽に3つの・1峯が認め

られる。1均等にそまる不正塊状物は，微細膠原線維　　　られる。N，長軸に平行した峯の部位に幾つかの小峯

よりや工高い電子密度を示し，軟骨基質の微細顯粒状　　　を認める。

崩潰物質と考えられる（写真11，13）o叉線維構i潰が大　　 D処1醗による観察成績（写真12，13）



　　196°・1　　　　　　　　　　　　　　　　　2・．（2・）
　細い線維の線条がより明瞭化している外はBと略同　　　　次に膠原線維，好銀線維，弾性線維の3渚を化学的，

様である・各繍艘面から出るP・・t・fib・i1は叉状乃　組繍ヒ学的電瞬1勺に鰍褥・rしてみめ。

到轍状職分批膿線維のそれと鵬を行つてい　膠原灘は酉1磁び轍で膨化し煮沸水胸。より
る事醐であり（顎・3）・服約…a前后・間隔　ゲ・チ。となる。又T，yp，、。舗じめ，，，p，i。，

をもつ線条が認められる。　　　　　　　　　　　　　　Collagenaseで消化分解される。従来Trypsinによ

　　E処iEh！　eizよる縢1燃（’殖・4）　　　つ燃質やP・・t・fib・ilカミ1舷されMi・・。fib，i1の1寺

煮払灘の為膠状喩つ鳩力・・締線細・もそ　有婦造醐か敵るといは紅いるt，・，　；x－・x・の徹

卿から押するP・・t・fib・ilが囎化・，膿　蝋（…処1・1・1）では・・・・…b・il・Cl…nJl・…儲し，

笹1c「°fib「ilのそれと鱒・1購し網構造をf’1・る・・lil・の攻・く轍で翻の后・・yp、・。靴ではじめ。

が分る・　　　　　　　　　P・…fib・ilがiTl」化して、、る事蜘つた．　C。ll、、，。，、

　　F処徽よる際成績（’卿5）　　　ア・ノ酸にはGly・ine，　P・・li・，，：f－1，d，。xyp，。li。，，

細雛の1　　は…A・線細「襯・Xである・1何　・・yp・・Ph、・，，　T，，。、・。カ・含まオ、ているというが，線

編鰍離断しその1鵬｛蹴で鈷鰍を劉るa・の　維獺の　撒として｝淵Ili轍，　PAS染酬，，　E。、n，

が多い・Pr・t・fib・11朧全に靴され双太・・雛は　青｝・」、碓徽染酬，，異鮒，獅・あ｛棚、るが，

強く靴分解され鰭甑不獣1馳もつ雛｝・化し　PAS砕よ綜闇，で撒の願合の糸lll果1雛化すると

ている・　　　　　　　　　　　解せられる。
　　イ；1’1°ケ朋1児のC燗！による灘麟　　　　罐融」及び乳城の膠原襯1…は測、的1。職人

　　・（写鄭6）　　　　　　　　のそれと異る所なく，大体・陶して線条間隔1よ64試
成在騨し細い雛猷．・・も…J・1・働・・多　で灘のil・ilSは21・－22・X・lllll・繍が多・・とい・・れ

く・．111吊46°A・線条騨46°Aを示す・併L…1・i　1…e±　ているが諮融輔1でも1。・鵤，児｝・2・・λの膠原

20°A前后釧馳もつより働1旺な線維も混在している　線維煽忍められた。

ヵ・，その線網隔蕨張46・勘ある。　　　in　vl…の雛形戯蜘．オ、いても隙襯］、。献

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つて径50A前后の微細線維がノ1三じ，更に．その衷面に
　　　　　　考按　　　　　　M・lecula・c。・、g，nの沈遍野と，緬翻けるP，。，。．

　人の椎間板における膠原線維を電顕に」：り初めて観　　　fibrilの融合によつて次第に太い線維が出来上ってゆ

察したSぎ1ven等（1951）は・その撒の線細1恥　くと叛ら滴力1，齢麟所肋秘所｝・お・・て詫9
平均635Aとしたが，・の働瀦の得た65・痘近　めら批P・…fib・ilの撒｛・II　造及その線条右修造臆

い・更峨噸の板間体の膠原線甜食を濾しその幅　義あるもの櫓ま摘。

は170～1260Aの種々のものが混在するが，その線条　　　　好銀線維はPAS陽性物質と密接な関連性をもち，

陥・いつれも635辱あ…りて・…．麹観1㈱…A・線条間隔65・λ・線櫛・はれ・い・・S，

察では太い雛～11°°Aもと細・線維（46・A）が諭　瀦の襯で‘・Stll・・線隙46・λ・…Aであり，・

られ時には2500A・200Aのものもあるが・その線条　　　の線維が好銀線維iに当るものと著者は考えている。然

間隔は現在認められている膠原線維の線条間隔と大差　　　し電顕的に膠原線維との間に根本的な構造」二の叢異tx

gn　tu’・他縢繍におし♂てはこ．の他澗隔が2・・　みら2伽・・本好銀雛は膠鵬綱様T・yp・i・や

Aと短周期（SLS）と2400A～1000Aの長周期（FLS）　　Collagenaseで1肖化されるが弱有機酸では膨化せぬと

とがあるが，入椎間板には認められなかつた。　　　　　いはれ，又TyrosinやTryptOPbaneを含まないとも

　膠原線維の微細構造に関してはCの処1醗に観察にお　　　いはれている。

いて谷の部分に更に一つの峯があり，山の部分に当る　　　弾力線維は著着の観察からは組織化学的に証明出来

所？e　3っの峯嬬めた事はG・・ss及S・hmitt（1948）　るに拘は明・，はつきり指摘す邸が出勅力りた。

のa・bt，　b2・cJ　d・eの6つの微細構造に・或は　　　弾性線維の化学的成分であるElastinはTrypsinで消

Sylven（1951）の3っの帯｝・一致する譜者が繍し　化されるカ・，　tの繍鰍搬臨3・・0～・…A．抗

たP「°t°fib「ilとは電購・線条の証1胴能鍛階の　T・yp・i・性の独自の鰍物の集束（・。il，d　flb，i至、）と

最辮磯端すのであり・細の述べる…一…べ　・・yp…靴性，　i耐継の鮒造物とよりなつている

（平均560A）幅の網状線維よりも尚微細な線維であり　　　と考えられ，熱しても膠にならず，又線維自体は相対

Mi…fib・i1蕨面から出て横鰍紛れる約8・肋　性の抗T・yp・i・・Vkであり，燃条敏く，鰹騰承趾

ものを意味する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　相違している。



22－（22）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第9巻第1号

1．H－E染色
5ケ月胎児

中央部に脊索細胞，左下部に粘液

様物質，右側に線維輪がみえる

11才

髄核の線維軟骨の微細穎粒状崩潰

物と共に，これと区別困難な脊索

細胞の細胞陰影を認める

（右下部）

3．Pap鍍銀染色
髄核崩潰壊死部にdemaskieren

されて現われた好銀線維



1960，　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23－（23）

　　　．鍵

鱗欝繋驚期梱・纐藤・・



24－（24）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第9巻第1号

7．Mallory　Azan染色
4t才例

軟骨嚢及び線維軟骨基質の崩潰壊

死物と思われる赤染穎粒の散在

9．Mayer氏Mucicarmin染色
40才例

Mucicarminに好染する髄核の線

維軟骨粘液化部
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　　、
r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　t’　　　　　　Ψ

、懸・・げ　’　，　　・e　　　　　・



26－（26）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第9巻第1号

。’ @　ts　　　　　　　　電子密度の高いamo叩hous　mass
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　直接倍率　2，050

中央より梢左寄にみえる円形体は

軟骨細胞体でその細胞膜は波状輪

廓を示す。胞体中央に位する多突

起性塊状物は所謂フエルト様物質

であり，その中に更に電子密度の

高い脂肪滴がみえる。胞体をめぐ

つて軟骨基質内に壊死塊，フエル

ト様物質（や」電子密度の低い物

質）がみえる

17・同上固定
　　直接倍率　4，800

　同上像の強廓大であるが糸粒体，

　Endoplasmic　Lは不明瞭である。

　核は切れていない胞体はMicro－

　someからなる

ユ8．同上固定
　　直接倍率　2，　050

　軟骨量の部位で線維成分は全く存

　在しない。多数の細頼粒状物は壊

　死物質で基質内に存する塊状物は

　フエルト様物質である



28－（28）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第9巻第1号

19．2％オスミウム酸固定

　　直接倍率　5，900

　崩潰壊死物は全くみられず軟骨基

　質内には多数の微細膠原線維を認

　める丈である

20．　トリプシン消化

　　直接倍率　26，000
　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　幅1100Aの太い線維と460Aの細

　い線維とが入り乱れ，共に線条間
　　　　o　隔は650Aである

21．1％酷酸固定

　　直接倍率　19，000

　各線維の線条構造が明僚である

　が，線条に平行して，谷部に更に

　1っの峯が，山の部に更に3つの

　峯が認められる。叉線維長軸に平

　行に山の部位に数ケの峯を認める
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22・　酷酸固定后トリプシン1肖化

　　直接倍率　10，000
　　　o
　460Aの細い線維にも写真10，11

　に比し，明かに線条を認める事が

　出来る

23・酬酸固定后トリプシン消化

　　直接倍率　26，000

　線維表面より出ているProtりfibri1

　は一部叉状乃至樹枝状分枝を行
　　　　　　　o　い，幅は約80Aで線条が明であ

　る

24．　　raiii’　酉変　煮　渉陪

　　直接倍率　26，000

　隣接線維のProtofibri1が相互に

　吻合連絡して網状構造を作る事が

　分る



30－（30）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第9巻第1号

25・酉II酸煮沸后トリプシン消化

　　直接倍率　26，000

　細い線維は消化され，短く離断

　し，断端は鈍で紡錘状を呈してい

　る。太い線維も消化され線条は不

　明瞭となる

26．酷酸固定
　　直接f音率　　25，000

　10ケ月胎児

　太い線維と細い線維とよりなる
　　　　　　　o　が，更に幅200A前后の微細線維

　が混在している
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